
　
写
真
１
、
２
は
シ
ュ
ン
ギ
ク
に
よ
く
見
ら
れ
る

芯
枯
れ
症
状
で
、
上
位
葉
の
先
端
付
近
か
ら
黒
く

枯
れ
る
。
植
物
生
理
学
的
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
欠

乏
症
で
あ
る
が
、
単
純
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
欠
乏
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
植
物
の
生
育
が
早
す
ぎ

る
時
に
、カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収・移
行
が
間
に
合
わ

ず
に
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
、
比
較
的
高
温
期
や

土
壌
の
チ
ッ
ソ
や
リ
ン
酸
が
高
い
な
ど
、
生
育
が

旺
盛
に
な
る
条
件
で
の
発
生
が
多
い
。ま
た
、カ
ル

シ
ウ
ム
は
植
物
体
内
の
水
の
輸
送
に
伴
っ
て
移
動

す
る
の
で
、
体
内
の
水
の
移
動
が
抑
制
さ
れ
る
乾

燥
条
件
で
も
発
生
が
助
長
さ
れ
る
。
土
壌
診
断
を

行
い
土
壌
中
に
肥
料
分
が
集
積
す
る
の
を
避
け
る
、

特
に
リ
ン
酸
や
チ
ッ
ソ
の
過
剰
は
避
け
る
こ
と
。

　

写
真
３（
現
地
）
４（
水
耕
で
の
再
現
）
は
シ
ュ

ン
ギ
ク
の
マ
ン
ガ
ン
欠
乏
症
で
、
主
に
下
葉
の
葉

縁
部
か
ら
葉
を
縁
取
る
よ
う
に
黄
化
す
る
。
近
年
、

堆
肥
を
多
量
に
施
用
し
た
施
設
栽
培
で
発
生
す
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
有
機
物
の
多
量
施

用
に
よ
り
微
生
物
の
活
性
が
高
ま
り
、
微
生
物
の

働
き
で
土
壌
中
に
マ
ン
ガ
ン
が
酸
化
さ
れ
、
不
可

給
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
同
じ
圃ほ

場
で
よ
く
栽
培

さ
れ
る
コ
マ
ツ
ナ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
比
べ
、
シ

ュ
ン
ギ
ク
で
は
欠
乏
症
が
出
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

　
反
対
に
マ
ン
ガ
ン
過
剰
症
は
コ
マ
ツ
ナ
で
よ
く

見
ら
れ
る
が
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
で
は
少
な
い
。
シ
ュ

ン
ギ
ク
は
マ
ン
ガ
ン
過
剰
に
な
っ
て
も
、
よ
く
見

ら
れ
る
斑
点
症
状
は
出
に
く
く
、
新
葉
の
黄
化
す

る
「
鉄
欠
」
の
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が

（
写
真
５
）、
こ
れ
は
マ
ン
ガ
ン
過
剰
に
強
い
植
物

の
特
徴
。
過
剰
な
有
機
質
資
材
の
施
用
を
控
え
、

土
壌
の
pH
を
弱
酸
性
に
保
つ
こ
と
が
対
策
と
な
る
。

　
写
真
６
、
７
は
水
耕
栽
培
で
再
現
し
た
ホ
ウ
素

の
欠
乏
、
過
剰
症
。
ホ
ウ
素
欠
乏
に
よ
り
葉
の
伸

長
が
抑
制
さ
れ
、
根
の
伸
長
も
極
端
に
抑
制
さ
れ

る
。
過
剰
は
下
葉
の
周
辺
か
ら
白
っ
ぽ
く
枯
死
す

る
（
写
真
８
）。
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〜起こりがちな生理障害と対処方法〜

地中海原産のシュンギクは、
低温・過湿に強く比較的生理障害の少ない
品目です。ただし、高温・乾燥には弱い部分
もあり、カルシウム欠乏症などの各種の
欠乏障害にも注意は必要です。
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シ
ュ
ン
ギ
ク
は
、
地
中
海
原
産
の
「
ハ
ナ
ゾ

ノ
シ
ュ
ン
ギ
ク
」
の
変
種
と
さ
れ
、
現
地
で
は

観
賞
植
物
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
東
ア
ジ
ア
に
渡
り
野
菜
と
し
て
品
種
改
良
さ

れ
、
現
在
の
シ
ュ
ン
ギ
ク
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
広
く
深
く
根
を
張
り
養
分
の
吸

収
が
う
ま
く
、
生
理
障
害
の
少
な
い
野
菜
で
す
。

低
温
や
過
湿
に
は
強
い
で
す
が
、
30
℃
を
超
え

る
高
温
や
乾
燥
に
は
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
や
わ
ら
か
く
肥ひ

沃よ
く

な
土

壌
で
の
春
ま
き
、
秋
～
冬
ま
き
栽
培
に
適
し
て

い
ま
す
。　

　
生
理
障
害
の
少
な
い
野
菜
で
す
が
、
養
分
集

積
土
壌
で
高
温
期
に
栽
培
す
る
と
、
カ
ル
シ
ウ

ム
欠
乏
症
（
芯
枯
れ
症
）
が
多
発
し
ま
す
。
ま

た
堆た

い

肥ひ

を
多
量
に
施
用
し
た
土
壌
で
は
、
マ
ン

ガ
ン
欠
乏
症
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


